
1 重要な会計方針

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法

     棚卸資産については、移動平均法による原価基準を採用している。

（2）固定資産の減価償却の方法

     固定資産については、定額法による減価償却を実施している。

（3）消費税について

     消費税の会計処理については、税込方式による。

2 固定資産の取得額、減価償却累計額及び当期末残高

  固定資産の取得額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

取得価格 減価償却累計額 当期末残高

1,914,643 1,914,642 1

1,914,643 1,914,642 1

取得価格 減価償却累計額 当期末残高

2,683,624 1,269,801 1,413,823

2,683,624 1,269,801 1,413,823

使用月数 減価償却費 累積減価償却費 残存価格

10 373,471 373,471 2,310,153

12 448,165 821,636 1,861,988

12 448,165 1,269,801 1,413,823

12 448,165 1,717,966 965,658

12 448,165 2,166,131 517,493

12 448,165 2,614,296 69,328

2 69,327 2,683,623 1

3　基本財産の明細

（単位：円）

資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

定期預金 1,000,000 0 0 1,000,000

1,000,000 0 0 1,000,000

区分

基本財産

合計

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

科目

車両運搬具

合計

ノア減価償却費予定表

初年度

　財 務 諸 表 に 対 す る 注 記　

プリウス（12年目）

科目

車両運搬具

合計

ノア（3年目）
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